
石川県拠点セミナー
～地域が求める農産物～

開催概要

令和５年２月16日

北陸農政局

石川県拠点地方参事官室

セミナー内容
１ 講演「流通業が勧める新規生産野菜」
２ 県内生産者からの取組事例の紹介
３ 意見交換



丸果石川中央青果（株） 専務取締役 岡嶋啓介氏

「流通業が勧める新規生産野菜」

お勧めその1 さといも

メリット
・収穫までそれほど手がかからない。
・石川に大きな産地、系統出荷、ブランドがない。
（隣県では、福井の大野、新潟の帛乙女（きぬおとめ）など）

・水はけの悪いところでも育ち、水につかっても強い。
・秋～冬に収穫と販売ができる。

デメリット
・収穫後の調整はそれなりに手がかかる。
・肥料を多く使用する。
・連作ができない。

お勧めその２ ねぎ

メリット
・石川県産はかつての1/5の入荷量に落ち込んでいる。
・隣県（富山、福井）よりも産地化されていない。
・それなりに手間はかかるが、技術的にそう難しくない。
・収穫作業は比較的容易であり、時期を選べる。
・冬場に収穫、販売できるので、冬場の収入源になりえる。
・価格は比較的ブレがない。

デメリット
・土寄せ、雑草取りなど複数回必要。
・風や雪で折れるなどの物理的被害があり得る。

講演

講演では、石川県の園芸作物の実情、品目選定する際のポイントの他、
流通業から見たお勧め品目や、新たに取り組む際の留意点等を解説。
概要は次のとおり。



お勧めその３ とうもろこし

メリット
・季節商材として夏場に需要あり。
・特に鮮度が求められ、地産地消に向いている。
・県内生産量は増加傾向だが、まだまだ「需要＞供給」
で消費拡大の余地がある。
・嗜好品的野菜で、企画を伴えば契約的な取組が
しやすい。

デメリット
・野菜の中では栽培に手間がかかる。（特に虫対策）
・予防策としての農薬のタイミングを見定めることが大事。
・朝採りの要求が多く、対応が大変。

お勧めその４ えだまめ

メリット
・とうもろこし同様、季節商材として夏場に需要あり。
・鮮度が重要なので地元産というだけで付加価値。
・企画を伴えば契約的な取組がしやすい。
・栽培中の手間はあまりかからない。

デメリット
・収穫後の調整、選別に手間がかかる。
・とうもろこし同様、朝採りの要求が多く、対応が大変。

お勧めその５ 地域伝統野菜、振興野菜

・加賀野菜

・能登野菜

・原木椎茸
（のと１１５）

さつまいも、加賀れんこん、加賀太きゅうり、金時草、たけのこ、打木赤皮甘栗かぼちゃ、
へた紫なす、加賀つるまめ、赤ずいき、二塚からしな、金沢一本ねぎ、くわい、金沢せり、
源助だいこん、金沢春菊

能登だいこん、能登すいか、能登長なす、能登山菜、能登金時、能登ブロッコリー、能登かぼちゃ、
能登赤土馬鈴薯、能登白ねぎ、能登ミニトマト、小菊かぼちゃ、金糸瓜、神子原くわい、中島菜、
沢野ごぼう、かもうり、唐川菜（からこな）



石川県拠点セミナーの概要【野菜は〝出し方〟がとても大事！】

①調整、選別に手をかける必要あり
品目によっては栽培より調整、選別の方が手間取る。

②出荷ペースは一定に
毎日出荷が無理なら、週3回決まった曜日に。

③出荷数量はなるべく正規分布ぽく
あったりなかったり、突然終わるなどはNG。

④長期の出荷を目指す
始まりを早く、終わりを遅くできないか。

⑤徐々に規模の拡大を目指す
採算ベースを考えたら、行き着く先は規模の拡大。

厳しい ゆるい

①一度の失敗、一度の低価格でやめてしまうのはNG

米よりも価格の乱高下は非常に激しいことへの覚悟が必要。

②一回の収穫、一回の出荷で終わるのはNG

ある程度の期間の継続出荷、計画的出荷が望ましい。

③マイナー品目への一発勝負はリスク大
挑戦はいいことだが、小規模から始めよう。

④一人ぼっちは絶対に不利
栽培技術の共有、他者との比較は重要。
少なすぎは希少価値にあらず、競争力がなくなる。
（協同で出荷するなど、当番、分担で労力を減らせる。）

【NGポイント】
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北能産業（株） 代表取締役 福池功氏

・能登町で水田農業に参入し、今期で８年目。

・経営は、水稲42ha、さといも2ha等。

【経営状況】

【さといもの導入経緯等】

・水稲のみだと永続的な事業はできないと痛感。

・能登の水田風景を維持するという理念から、とにかく水田にこだわり、湿田でも栽培可能な作物を模索。

・導入に当たっては、自ら他県の産地に赴くなどして、栽培ノウハウ等を取得。

【メッセージ】

取組事例

・地域農業を強くするためには、市場・流通と協力して消費者が望んでいるものを継続的に供給して
営農ができる仕組みや作物を作ることは必要。



u ほ場選定

・水を畝間潅水するために十分な水量を確保できること。

・十分な表土（15cm～）で礫類がなく畝立てに支障がないこと。

u 人員

・基本的には増員なしで配置転換でこなせる。

・ただし、収穫～出荷作業に対する選果作業には増員が必要。

u 作業環境

・夏場の作業（芽かき、土寄せ）は熱中症対策が必要。

・冬期選果作業は寒いため、作業場の寒冷対策が必要。

・機械化が可能なところは機械化する。

u 工程管理

・畝上げ、定植時期は田植えと並行作業になるため、天候や代搔き作業を上手に管理する必要がある。

・生産予定数量から出荷予定数量を設定し、１回の出荷量と週何回の出荷日を決める。

・上記に合わせて増員とシフト管理を実施する。

【参考：さといもを作る上でのポイント】



【経営状況】

・12集落の農業者から出資金を募り、平成14年に（株）ヤマジマを設立。

・経営は、大豆・麦 49ha、白ねぎ3.5ha、水稲25ha（コシヒカリ10ha、酒造好適米15ha）

（株）ヤマジマ 代表取締役 亀田正弘氏

【白ねぎの導入経緯等】

・冬場の収入確保のため、多品目ではなく「白ねぎ」に絞って栽培技術を確立。

・時期的に価格は上下するが、年平均価格でみると比較的安定。

・市場出荷のほか、ラーメン店や焼き肉店、その他近隣の消費者にも販売。

＜特に注意を払っていること＞

・軟腐病対策として排水対策を徹底。特に７～８月は病原菌の侵入防止のため栽培中の作物に

触らないよう気をつけている。

・市場との信頼関係を重視する観点から、選別は厳しく行っている。

【メッセージ】

・今後、主食用米の需要が年々減少することが確実であるため、水田で何が栽培できるかを、

前向きに考えていくことが必要。

取組事例



これまで花を作っている育苗ハウスで、今後は小松菜かほうれんそうの葉物野菜
の生産を検討しているが、実需の不安があり踏み切れない。

（農業者）

小松菜とほうれんそうであれば、小松菜の方が作りやすく単価もそう違わなかった経緯があるこ
とから、生産は小松菜の方に偏り、ほうれんそうの供給不足が起きている。当社としては、ほう
れんそうの方が嬉しい。なお、どういった作物を作るにしても優秀な生産者の指導が受けられる
ように人脈を作ることが大事。

（岡嶋氏）

園芸作物の導入は、園芸農家として経営の舵を切っていればよいが、水稲が中心だと
どうしても片手間になってしまう。労力をかけなければ収量が獲れないなど収益は期
待できないと思うし、労力をかければ売上は上がるが人件費がかさむことを考えると
労力に見合った収益になるかという状況があり、地元産を求める市場の話と生産現場
の感覚の違いを感じる。

片手間であれば片手間なりの収益に納得いただくしかないが、毎日の出荷が無理でも、２日に１
度もしくは決まった曜日に出すなどの定期出荷ができる生産者には、市場に来る買人の認知度も
信用度も上がり、単価が安定する傾向がある。今は市場も相対取引が主流で、それは生産者の出
荷実績・計画出荷による信頼があって出来ることであることを知っておいてほしい。

（岡嶋氏）

（農業者）

意見交換での主なやり取り



人を雇用するのに月20万円の給与であれば農業をやっても良いとの声があるが、今の
水稲の経営では難しい。どのようにして、人の確保、人件費の捻出を行っているのか。（農業者）

能登では水稲だけでは難しく、他の作物の生産を行うしかない。当社も現実かなり厳しい。

（亀田氏）

今以上の農地を引き受けようとすると今の人手では無理が出てくる。一方で、一人を雇える
までには一定の規模拡大が必要となるが、拡大までの期間をどのようにして対応すべきか。

規模拡大を考えているなら、まずは自治体等の農政担当者に相談してみてはどうか。
また、自分の地域だけでは人はいないかもしれないが、インターネットなどを活用して幅広い地域
で募集をかけてみてはどうか。

経験則から言えば、人を集める手法としては、地域のハローワークなどへこまめに顔を出し、顔
なじみになることでフォローまでしてくれるようになる。
また、雇用継続の手段の一つとしては、JAの加工施設等で人材募集があれば、そことの協力関係
により、相互の繁忙期と閑散期で人材のやり取り等のタイアップを行っている。

（岡嶋氏）

石川県の生産者が活発に仕事をしていくために市場側から何かアドバイスがほしい。

生産者には作付け前から販路を決めて作ってもらい、市場は価格の維持につとめ、実需者は入荷
量を保証するという形で各々がリスクを負担しつつ計画的に取引するのが主流となっている。し
たがって、これらを責任を持ってこなせるのが実需者の実力であり生産者の実力であることから、
生産者には、計画的な作付け・出荷を履行できる実力を身につけてほしい。

（福池氏）

（農業者）

（農業者）

（岡嶋氏）

意見交換での主なやり取り


